
 

 

 

 

 

 

 

内閣府男女共同参画局では、日頃から、男性と女性がともに暮らしやすい社会をつくるための施
策について検討しております。 
政府における効果的な施策を検討するために活用させていただくため、このたび「男女間におけ

る暴力に関する調査」をさせていただくことになりました。 
質問の中には、お答えになりにくいものもあると思いますが、回答いただいた方が特定されるよ

うなことは決してありません。また、回答いただいた内容つきましても、統計法に基づき安全かつ
厳密に管理し、この調査の目的以外には使用はいたしません。 
内閣府男女共同参画局では、これまでに同様の調査を過去８回実施しており、いずれも多くの方

にご協力をいただいております。 
お忙しいところ誠に恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解いただき、ぜひ本調査にご協力いただき

ますようお願い申し上げます。 
 

 

●調査の目的 
 男女を取り巻く環境の変化に応じた被害傾向の変化等に適切に対応するために、平成 11 年度
より３年に１回、国内の男女間における暴力の実態を把握し、今後の施策の参考とすることを目
的に実施しています。 

 
●調査の期間 
  令和５年１２月８日（金）～１２月２４日（日）  

※オンライン回答は、１２月２６日（火）まで 
 
●調査の対象 

全国１８歳以上５９歳以下の男女 ５，０００人 
（統計的手法に基づき住民基本台帳より無作為に抽出） 

 
●調査の方法 

調査対象者のご自宅に調査票を郵送いたします。 
ご記入いただいた調査票は、内閣府男女共同参画局が調査を委嘱した一般社団法人中央調査社

の調査員が受け取りにまいりますので、回収用封筒に密封して、調査員にお渡しください。 

「男女間における暴力に関する調査」に 
ご協力をお願いします                 
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（郵送による返送を希望される方には、調査員が郵送用封筒をお渡しいたします。） 
なお、オンライン回答を希望される方は、同封の「オンライン回答の手引き」をご覧の上、政府

統計オンライン調査総合窓口にログインしてご回答ください。 
 
●調査結果の公表時期 

 令和６年４月頃に内閣府男女共同参画局ホームページ（https://www.gender.go.jp/）にて公
表予定です。 
 過去の調査結果については以下の URLよりご覧ください。 

https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/chousa/h11_top.html 
 
●よくあるご質問 
Ｑ１ これは本当に国の調査ですか。 
Ａ１ 内閣府男女共同参画局で企画、設計し、一般社団法人中央調査社に委嘱して実施するもの

です。調査実施に当たっては、統計法に基づき、総務大臣の承認を得ております。 

 

 
Ｑ２ なぜ自分が選ばれたのですか。 
Ａ２ 調査にご協力いただく方が、特定の地域、性、年齢、職業に偏らず、国民の縮図となるよう

に、まず、全国から「調査地点（調査する町丁目）」を選び、その地点の住民基本台帳の中か
ら無作為に（○人おきというように）選ばせていただきました。 

 
Ｑ３ 住民基本台帳は原則非公開なのではないですか。 
Ａ３ 住民基本台帳法では、「統計調査、世論調査、学術研究その他の調査研究のうち、総務大臣

が定める基準に照らして公益性が高いと認められるものの実施」については、住民基本台帳
の一部の写しを閲覧させることができることとされています。本調査についても、内閣府男
女共同参画局から、お住まいの市区町村長あてに住民基本台帳の閲覧依頼文書を送り、正式
に申請を行った上で、閲覧させていただきました。 

 
 

調査票に印刷されている右のロゴマークは、 
・国の統計調査であること。 
・秘密の保護に万全を期していること 
を証明するものです。 
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Ｑ４ 自分が答えたことが、後で他の人に知られてしまうことはないですか。 
Ａ４ お答えいただいた内容は、「○○と答えた方が○パーセント」（下図参照）というように、す

べて数字として取りまとめます。誰がどのような回答をしたかが知られることは決してあり
ません。ご記入いただいた調査票は、同封した回収用封筒に入れて、糊付けして調査員にお渡
しください。調査員が中身を確認することはありません（お伺いする調査員は全員、個人情報
保護に関する研修を修了しており、回答いただいた内容は外部に漏らすことのないよう、万
全を期しております。）。 
また、回答いただいた内容につきましては、統計法に基づき安全かつ厳密に管理し、この調

査の目的以外には使用はいたしません。 

 
Ｑ５ 自分には関係のない質問が多いので、協力しなくてもいいですか。 
Ａ５ 「特にない」「まったくない」などの回答も用意していますので、可能な範囲でお答えくだ

さい。調査へのご協力は、決して強制するものではありませんが、今後の国の施策推進にとっ
て貴重な資料となるものなので、ぜひご協力いただきたいと考えております。 

 
 
●調査に関する問合せ先 
 【調査主体】 

内閣府男女共同参画局男女間暴力対策課 
電話：０３－５２５３－２１１１（代表） 
 

【調査実施・お問合わせ】 
一般社団法人中央調査社 
電話：０１２０－４８－５３５１（フリーダイヤル） 

０３－３５４９－３１２５（直通番号） 
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（例） ○○についての意識

そう思う どちらともいえない そうは思わない
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